
円 C : x2 + y2 = 8 上の点 P(s, t) と x 軸上の点 Q(2, 0) について，次の問い

に答えよ．

(1) 線分 PQ の垂直二等分線の方程式を s と t を用いて表せ．

(2) 点 P が円 C 上を動くとき，線分 PQ の垂直二等分線が通過する領域を求め，

図示せよ．
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(1) (s− 2)x+ ty = 2

(2)
(x− 1)2

2
+y2 = 1，図略

解答は次のページにあります．



【チェック・チェック】

(1)で媒介変数 s, tが入った直線の方程式をつくり，(2)ではこの直線の通過領域を求めて

います．一度経験していなければ，初見で答案を書くのはむずかしいでしょう．

【解答】

(1) P(s, t)，Q(2, 0)より，線分 PQの中点の座標は
(
s+ 2
2

, t
2

)
であり．

−→
PQ =

(
2− s
−t

)
である，

−→
PQは線分 PQの垂直二等分線

の法線ベクトルの 1つであるから，求める直線の方程式は ←− 通過点と法線ベクト
ルで直線は決まる．

(2− s)
(
x− s+ 2

2

)
− t

(
y − t

2

)
= 0

(s− 2)x+ ty = s2 + t2 − 4
2

P(s, t) は s2 + t2 = 8 …… 1⃝ を満たすから

(s − 2)x + ty = 2 …… 2⃝ ……（答）

(2) (x, y) が通過領域内の点であるための条件は，(x, y) を通る ←− 点 (x, y) を与える．

すなわち，x, yは定

数である．

直線 2⃝が存在すること，すなわち， 1⃝かつ 2⃝を満たす実数 s, tが
存在することであるから，線分 PQの垂直二等分線の通過領域は
1⃝かつ 2⃝を満たす実数 s, t が存在するための点 (x, y) の集合で ←− 媒介変数 s, tの存在

条件を求める．ある．
2⃝を s, t について整理し， 1⃝と連立すると{

s2 + t2 = 8 …… 1⃝
xs+ yt− 2x− 2 = 0 …… 2⃝′

これを同時に満たす実数の組 (s, t) が存在する条件は，st 平面に

おいて，円 1⃝と直線 2⃝′ が共有点をもつことである．

(中心と直線との距離) 5 (半径) ←− 連立して (判別式) = 0
とする手もあるがこ
の方がラク．⇐⇒ | − 2(x+ 1)|√

x2 + y2
5 2

√
2

⇐⇒

{
(x+ 1)2 5 2(x2 + y2)

x2 + y2 \= 0

⇐⇒ (x+ 1)2 5 2(x2 + y2) ←− 同値性に注意する．

整理すると
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x2 − 2x+ 2y2 = 1

∴ (x − 1)2

2
+ y2 = 1

……（答）

これが求める領域を表す不等

式であり，図示すると右の斜線

部分となる．境界線も含む．



• 線分 PQの垂直二等分線 2⃝上の点を Rとする．

OR+RQ = OR+RP = OP = 2
√
2

ここで，等号はO，R，P

Q

P

R
R0

||

||

2
√
2

2
√
2

x

y

O

がこの順に一直線上に並

ぶとき成立する．等号が

成立するときの R を R0

とすると，R0 の軌跡は，

2 定点 O，Q を焦点とす ←− 楕円の定義
る長軸の長さが 2

√
2の楕

円であり，この楕円の方程

式は

(x− 1)2

2
+ y2 = 1

…… 3⃝

である．直線 2⃝と楕円 3⃝の共有点は R0 のただひとつである

から，直線 2⃝は楕円 3⃝の接線である．
P は円 C 上をすべて動

Q

2
x

y

O

くから，R0 は楕円 3⃝上を
すべてを動く．したがって，
2⃝の動きは右図のようにな
る． ←− 3⃝は 2⃝の包絡線と呼

ばれている．よって，求める領域は楕

円 3⃝の周および外部であ
り，解答の斜線部分となる．


